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3W汰efield，E.G.， England and America: A compariso/l of the social and political state of both nations， Hぼperand Brothers， 1834， rep. 
by A. M. Kelley， 1967.邦訳『イギリスとアメリカ:資本主義と近代:ti1l民地i会三分冊、日本評論社(世界古典文庫)、 1947-
48年。












































































5 この間在{貨の理論 (Ratiol1aleof Reward)の編者とはリチヤード・スミスのこと。スミスは、 1825年、デユモン編の作1
認と報償の理論jの中に入っていた報{設の理論部分を英語に訳して(ベンサムの英語はそのまま用いている)出版した。
































































6 ~.主解の前部には f国主言論j の原文がついているが、使3主的にグラスゴー版 f国富論j のさ当該箆月号を註記する o An Inquiry into 
the Nature and Causes of the抗告althof Nations， inThe Glasgow Edition of the Works and Correspondence of Adam Smith， vol. !I， II， 
Oxford University Press， 1976， p.67、邦訳r!;自主言論J(杉山忠王子訳、水田洋室主訳、者i皮文庫、 2000叩 1年)第 l分冊95賞。以下
では w.N.と略記し、原著のペー ジと訳書の分fIll-巻数および支を認す。
これ以下の部分は、リカードウ『経済学および課税の原理i第3版の第2索「地代についてJが、註を除き、すべてその
まま引用されている。 Ricardo，D.，On the Principles of Political Economy， and Taxation， 3rd ed.， 1821， inThe Works and Correspon-
dence of David Ricardo， vol.1， 1953， pp.67-83邦訳 f経済学および課税の原理 rデイヴイツド・リカードウ全集j第1巻、ま住












































































































































































































































































































































































































































































































































































9 James Mill， Elements of Political Economy， 3rd ed.， 1844， Chapt巴rII、Section1， inThe Col!ected Works of James Mill， Routledge/ 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































小麦価格がそれ以上低下したために、穀物で評価した貨幣地代は20クォー ター から30クォー ター へと50パーセント増加した
ことになる。









































































14 Marcus Tullius Cicero (BCI06-BC43)。共和制擁護に尽力したローマの政治家、哲学者。
15 Marcus Porcius Cato Censorius (沼C243-BC149)。第二ポエニ戦争で活援した古代ローマの政治家。著書に『農業論jがある。


































































































































































































































21 Ricardo， Princがles，p.69.邦訳81頁。引用の最初の文のなかで、リカードウの原文にある、 fあるいは実際にその人民が自
由にしうる資本をもって耕作することのできるのはこうしたほんの僅かな部分であるに過ぎないようなjという叙途が省略
されている。強調はウェイクフィールド。
22 Mill， J.， Elements of Political Economy， op.cit.， p.31，邦訳26頁。強識はウェイクフィールド。
ぉ ~I，E詩文の途中までは、マクアロック f経済学原理j のなかにある叙述 (McCullock，J. R.， The Principl目。ifPolitical Economy， 
1825， 4th ed.1849. in The Collected Works of J. R. McCullock， vol.2， Routledge， 1995， p.485)。強調はウェイクフィールド。ただし
第4版では、文章がかなり変えられている。
M 原諸は、 Iaccommodation-1andJ。























































































































































人口部分である (Chalmers，T.， An Enquiry into the Extel1l and Stability of National Resources， 1808， p.6)。
27 Chalmers， Thomas， On Political Economy in Conne.λion w仙 theMoral State and Moral Prospects of Society， 1832， Rep. by Augustus 
M. Kelly， 1968， pp.45姐6。ウェイクフィールドが省略している言葉を[ 1で補った。強調はウェイクフィールドのもの。


























































































































































































































































































































翻訳:ウェイクフィールドのスミス f国富論j註解(3) 121 
とはいえ、資本の支出によってもたらされた特
性と、耕作に用いられた可動資本却との開には大
きな遠いがある。前者は土壌の自然の特性と永久
に結合して溶け込み合うから、その価値は自然の
特性の価舗を規制するのと同じ事'情に従うように
なる。これに対して、後者は、他のあらゆる可動
資本の性質と共通しており、利潤率を決定する諸
事i育に従うのである。従って、アダム・スミスは
本来同じであるこれらの事に当然ながら国惑した
のであるが、マクアロック教授はこれらの事を分
離しているだけでなく、本来異なっている事を混
同しているのである。
(続く)
